
 　　　　　　　　　　　（第92号）

　　選挙後初の集まり 応援団総会：７月31日

　コロナ禍をにらみつつ、延期になっていた令和２年度「のりこ応援団総会」を行いました。
今回はいつもの倍以上の23名の参加がありました。

勉強会のテーマは「今さら聞けない西尾市方式ＰＦＩ問題」、「西尾産廃の動き」など。

　ＰＦＩの意味、西尾市方式とは…などを踏まえ、今までの経過、問題点、疑問点などを

詳しい裏話も交えながら、のりこさんに解説してもらいました。

⇒「辛口議会だより146、147号」ご覧ください。

　市民の期待を示すように、9月議会の傍聴席は、ソーシャルディスタンスを守っての満杯。

そしてそして、9月29日最終本会議の後、２期目となった中村健市長がＳＰＣとの契約解除を

発表です。大きな一歩、進みましたね！！

　みなさん、この先も一緒に目を向け、声を上げて、今後の進展を見て行きましょう。杉田 美雪

市役所に
議会に

  のりこホームページ　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　http://www.noriko.to/ 

　ホットな情報を更新中！

関心は若返った議会とPFI正常化！
～それに西尾の産廃建設反対も～

2021年　　秋号

発行：のりこ応援団

　　　　連絡先（鈴木）　TEL    57-0450

　　　　　　　FAX    54-0323女性を議会に!!

＊上司に意見を言える人材を育て、適材

適所に職員さんを置いてほしい！

＊税金を使っているという感覚を

忘れないでほしい！

＊国の進めることにウカウカ

のらないでほしい！

＊新人さんがたくさん入れて良かった！

＊古い体質を変えるには新旧交代だね！

＊私の疑問を議会で質問してほしい！

＊財政面をﾁｪｯｸできる議員が少なかっ

た！

ひとことアンケート
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　～市長、ＳＰＣに契約解除を通知！

 

１．契約の解除
　市は、(株)エリアプラン西尾（以下ＳＰＣという）と平成28年6月27日付けにて

契約した「西尾市方式による公共施設再配置第１次プロジェクト」にかかる特定

事業契約を令和４年３月31日をもって解除する。

２．解除の根拠

　本件契約は、30年にわたり、14施設の解体、５施設の新設、12施設の改修、

７施設の運営、160施設の維持管理（以下本件事業という）をＳＰＣに一括発注

することを内容としており、各事業について、請負契約、または準委任契約の

性質を有するものを一つの契約で取りまとめているもの。

　従って、本件契約は、民法641条及び651条の適用があり、市は本件契約を

一方的に解除する権利を有している。ただし、解除権を行使した場合には、ＳＰ

Ｃに発生した損害を賠償する義務を負う。

３．解除を判断した理由

　平成29年６月に行われた市長選挙において、本件事業の見直しを掲げた現市長が

当選して以降、ＳＰＣとの事業の見直し協議を求めてきたが、歩み寄りの姿勢はなく、

その見直し協議はまったく円滑に進まなかった。

　そして、中立公正な第三者が入った民事調停での解決をめざし、ＳＰＣから事業の縮小に

よる損害を算出することとされていたが、最終的にＳＰＣはその約束を翻して「当社において

算出するつもりはない」と態度を変更した。

　市長が本年６月に再選となり、民意は再度確認された一方で、ＳＰＣとは民事調停と

いう協議の場も失い、また、市からの合意解除の呼びかけにも応じないなど、これまでの経過

　　 からして、互いに信頼関係をもって協議を続けることはおよそ不可能な状況となった。

　以上から、本契約については令和４年３月31日をもって解除するとの判断に至った。

（原文のまま）

　🌺見直しの件

　　　市長は丁寧（？）過ぎるほど丁寧に、SPCに見直しを求めてきましたが　⇒　調停は不成立。

　🌺ＳＰＣ側の姿勢

　　　相手方からは、これまでに一片の譲歩もなく、未だに、当初契約の通りに事業の遂行を求め

　　　られているわけです。契約を結んだ以上、履行は当然という主張のようです。

　🌺市長選挙では…

　　　しかし、この6月の選挙では、現市長も、対立候補も双方が「ＰＦＩ契約の解除」を公約と

　　　しました。前回の選挙とは違います。

　　　結局、多くの市民が「この問題に終止符を打つこと」を求めていたからでしょう。

のりこは思います・・・

ＰＦＩ 事業契約の解除について…市が議会に説明した書面です。
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  🌺 市民のため？
　　ところがそれでも、ＳＰＣは「建設した時から赤字垂れ流しの市営住宅（19億円）」

　　や「学校の校庭を駐車場にする温水プール」の建設を未だに求めるのですから…

　　これ以上は協議を続けても、市のためにも市民のためにもなりますまい。

  🌺 契約解除
　　この契約には、任意解除の条項はありません。しかし、解除してはならないと

　　いう条項もありません。この場合は「民法が適用されることになる」わけです。

　　長期の契約で、解除（中途解約）できない契約などないのは当然ですよね。

　産廃最終処分場計画に動き‼（一色生田地区）

◆9月17日、10月1日、中日新聞に桑名市の産廃業者が大きな広告を出しました。業者は、

　　　西尾市に依頼され、現地にある産廃跡地を浄化し、そのために新たな処分場を建設すると主張⁉
♠しかし、市はそんな依頼はしておらず、計画も認めていません。現市長も建設に反対しています。

♣跡地の管理者は愛知県で、調査･監視を継続(市連携)しており、対応もすることになっています。

♥150m隣には中学校があります。お母さんたちが建設反対の署名運動を準備中！

　　

†白菊丸 11年、母を介護している経験をマンガに。次回もお楽しみに。
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　　　のりこ応援団総会のご報告・・・♬　　　　♬
2020年事業報告

🌺　例会　　　　　毎月第３土曜日

🌺　議会報告会　　６・９・１２・３月第３土曜日

🌺　応援団だより作成　年４回（議会毎）     🌺ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成　　http://www.noriko.to/

🌺　議会ウォッチングツアー 　　６・９・１２・３月各議会ののりこさん登壇日

🌺　一色生田の産廃問題学習会：「産廃おしゃべり会」「さんぱい散歩」他に参加

2020年会計報告（2020.1.1～12.31）

2021年事業計画
🍀　例会　　　　　　　　　毎月第３土曜日

🍀　議会の報告会　　　　　12･3･6･9月第３土曜日

🍀  応援団だより　　年４回　　　　🍀  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成　　　http://www.noriko.to/

🍀  議会ウォッチングツァｰ　　11月30日～１２月議会・２月22日～３月議会

🍀　研修会　　　☆お出かけ研修～コロナ禍の状況をにらみながら先進地を検討

　　　　      　　　☆一色生田の産廃問題学習会　　　☆東京 市川記念会研修に派遣

　　　　　　　　　    　　☆よりよい介護、地域で生きるための情報収集

   12月議会の日程

11月30日 火 本会議 議案・補正予算の上程

12月1日 水 　〃　 一般質問

 　　 ２日 木 　〃 一般質問 　のりこさんの

　  　３日 金 　〃 一般質問 　登壇は11月22日に

 　 　７日 火 文教委員会 議案・補正予算の審議 　決まります。

   　８日 水 厚生委員会 　　　　　　　〃 　

    　９日 木 経建委員会 　　　　　　　〃 　議会事務局 ☎６５－２１８２

     10日 金 企画総務委員会　　　　　　　〃 　にお問合せ下さい。

     20日 月 最終本会後 議案・補正予算の採決

　お知らせのページ

✓「のりこさんを呼んでください。おしゃべりの出前いたします！」

✓応援団へのカンパ大歓迎・・鈴木のりこ応援団 〒振替口座00870－1117202

応援団だより発行の資金になります。どうぞよろしく。

✓のりこさんのホームページ ホットな情報を更新中。こちらへもお出かけを！！

繰越金 58,184 人件費 0
カンパ（募金箱） 38,000 だより作成費 838,202
〃（個人） 184,000 総会･研修会費 6,460
〃（本人） 800,000 調査研究費 64,768

活動費 152,511

次年度繰越金 18,243

合計 1,080,184 合計 1.080,184

収入 支出
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